



























Lesson Study on“Introduction to Reading”in the General Subject




















（ 2 ）研究対象者：筆者の担当クラスの学生16名。学科別の人数は児童教育学科 5 名・食物栄
養学科 5 名・人間発達心理学 1 名・生活情報学科 1 名・メディアコミュニケーション学科 4 名。
（ 3 ）研究期間：2012年 9 月〜2013年 1 月の15回の授業
（ 4 ）授業環境の設定：以下のように授業環境を整える。
1）　全員の顔が見渡せるように机を配置する






ねる）シート」の 2 種類用意する。①は毎回配布する。各回で読み進める予定の 2 〜 3 章分に
ついて、章毎に「（ 1 ）小見出し」「（ 2 ）次の章を読むために心にとどめておきたい内容」「（ 3 ）














































































































































































































































































































































































































































































は思い返しています。王子さまとぼくはそれぞれに 5 億個の鈴と 5 億個の泉の贈り物があって、それで












表 2 は、授業目的の 2 つ目に関連する内容である。学生の記述から、全ての章において、言
葉によって表された物語の世界を自分なりに解釈し、（ 2 ）次回を読み進めるために覚えてお
きたい内容として記述し、それらを凝縮させて（ 1 ）小見出しを付けていることが伺える。（ 1 ）







































































残ったこと41.8％であり、 2 番目は⑤次回へ向けての期待19.5％、 3 番目が⑥授業全体への感





前述の 2）の分析結果を 3 つの授業の目的に沿って考察する。
授業の目的 1 ，学科の枠組みを超えた新しい仲間作りをすること他学科の学生との交流につ
いての感想は最初と最後の頃に集中しており、最初の頃は不安と期待感で、最後の頃は交流の
手応えを実感したものであった。このことから、各学生が仲間作りをすることへの意識を持ち
続けていたことが伺える。この授業での筆者の仲間関係のイメージは「 1 人で立ってみんなで
歩く」というもので、集団の中に在って、自分の解釈やイメージに自信を持ち、ありのままを
仲間に伝えることを基盤に据えた。直接意見を交流し合う時間は、唯一15回目のグループ討議
だけだった。しかしながら、各自が必ず発言し、仲間の発言を必ず聞くことを繰り返す過程で、
自分と重なる内容には共感し、自分と異な内容には好奇心を抱くことによって、各自の中で相
手との交流が生まれ、それぞれの仲間に対して積極的に関心を持ち続けることに至ったと考え
る。さらに、仲間の発言を聞くことが、自分の解釈やイメージを広げていく契機になっている
ことも学生の記述から感じ取ることができた。 3 番目に授業全体の感想が上がっている背景に
は、授業を構成している受講者の一員として自分を位置づけて授業全体へ主体的に臨んでいる
という意識を持っていることが伺える。
授業の目的 2 ，本に親しみ、言葉によって表された世界を学生自身が解釈し、イメージする
力をもつ
その日の授業で一番印象に残ったことを記述する割合が最も高いことから、思慮を巡らして
物語をじっくり味わい、心に刻み込んでいることが伺える。また、読み進めていく中で疑問を
持ったときにすぐに答えが得られなくても、その疑問を持ちつつ読み進めていくことで、その
後の章に隠されていた答えを見出したり、自分なりにイメージして答えを編み出したりしてい
る姿も見られ、その時の喜びも添えられていることから、いろいろな形で本に親しんでいる姿
が伺える。
授業の目的 3 ，本授業を通して読書意欲の更なる向上を図る
次回への期待が 2 番目に高かったことから、読書意欲をもって授業に臨んでいたことが伺え
る。また、読書意欲の高さと受講生の志望動機が関連していることが併せて考えられる。受講
生16名の内 1 名がこれまでにこの本を読んだ経験があり、再度読み返したいということだった。
他15名は本の名前はよく聞いて知っていたものの読んだことがなかったのでこの機会に読みた
いということで、彼らは読み始めてすぐにこの本に魅せられたことが記述されている。
さらに、授業が終わりに近づく頃になって、これからいろいろな本を読んでいきたいと 5 名
の学生が意思表明していることから、この本に導かれて読み進めていくことの面白さと読み終
える満足感を、授業をとおして味わっていることが伺える。
共通科目「読書入門」の授業研究
〜テキスト「星の王子さま」を通して〜
149
結　論
今回、学生が「読書入門」を受講することで、読書するという行為に対する構えが、より定
着したと思われる。ここでいう構えとは、本のジャンルは何であれ、出会った本に対して自分
の心を開いてその本の世界に入り、積極的に読み解いていこうとする態度である。
さらに読書する過程を支えるのは、自分自身であり、同じ本を読んでいる周りの仲間であり、
教員であることに気づくことができたと思われる。
学生が「読書入門」で、自分の読み解きに自信を持ちつつも、自分の殻をその都度破って、
仲間同士で互いの読み解きを発信し合い受け止め合い意見を出し合って交流し、教員からのア
ドバイスを受けながら、本からの恵みをより豊かに享受することを願っている。
